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　　　　　　Using　CFD 　with 　partially　paiChed　mOdified 　k一ε model （Launder−Kato　partially　patched　model ；LK −Zona1），　the

　　　　pulsatile　flow　fields　in　thc　orifice 　flow　are 　computed ．　The　prediction　methods 　of　thrombus　formation　using 　transport

　　　　equation 　of 　condensation 　for　activated 　fibrinogen　and 　threshold　of 　shear 　stress　and 　wall 　effect 　are　investigated．　In　this

　　　　paper，　the　models 　to　predict　the　thrombus　fbrmation　using 　simple 　estimation 　in　thc　orificc 　flow　and 　other 　flow　field　are
　　　　proposed．
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（m3 ／s），管径 D−11（  ），収縮 部 直径 蝋   ），面積収緲 匕は

　近年，人工 心臓やス テ ン トなどの 医用 流体機器の 開発 が盛ん に

行われて い るが
且），これ らの機器内部 の 血液の 流れ におい て は流

れ 場にお ける溶血や血栓 が大 きな問題 とな っ て い る，特 に，血栓

にっ い て は生成 メカ ニ ズム が複雑 で あるが，著者 らは血 栓形成機

構 を簡単化 し，（1＞活性 化 され た フ ィ ブ リノ
ーゲ ン （広義の 血漿蛋

白や 血小板）の 輸送 と（2）壁 面で の 吸着 （せ ん断 速度 と壁面 吸着力 ），
とい う2っ の プロ セ ス で血栓形成がお こなわれ る とい うモ デル を

提案 して きた  ．本研究で は，拍動流に おける血栓形成 （例えば

血管埋込 ス テ ン トな ど）を想定 し，血液の流れが拍動 流 （モ デル ）

にお けるオ リフ ィス 管内で，血液中に含まれ る血液凝固因子 （活

性化され たフ ィブ リノ
ーゲ ン ）の せ ん断応力下にお ける輸送過程

をCFD に よ り求 め，拍動流で の 輸送過程の 影響を調べ る．

　　　　　　　　　　 2 計算ヌ橡

　ス テ ン トや 医療流体機器 に見 られ る凹凸部 を模擬 す るた め，
Fig．1の よ うな 5形状の オ リフ ィ ス 管形状 を考える．これ らは過 去

に溶血実験で用い られた もの と同様 の形 状であ り，流 量Q＝8．33×
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O．132で ，
レ イ ノル ズ 数m（cr10000 で あ る．

　　　　　　　　　　　3．計算手法

本研究にお ける管内流れの 数値解析 に用い る支配方程式は，ナ ビ

エ
ース トークス 方程 式 と連 続の 式で ある．また，乱流場に 対 して

は，低 レ イ ノル ズ 数 k一εモ デル （阿部
・
長野 モ デル ）を用 い る．こ

れ らの 運動方程式に加 えて，血液中に含まれ る活性化されたフ ィ

ブ リノ
ーゲ ン の 濃度分布を対流 と拡散に よ る 濃度の 輸送方程式 に

よ り求 め る．初期疸と して 無次元 の フ ィ ブ リノ
ー

ゲン の濃度分布

を与 え，濃度輸送方程式 に よ っ て 濃度 の 輸送を解析する． Fig2

の よ うな初期高濃度領域 CASE 　I〜m を設定 してお り，その 他の

領域で は 濃度は 0 と し，計算をする．

　本研究で 考慮する拍動流につ い て，簡単な波形モ デル と して 流

入 の 流速条件を以 下に 示す よ うな式で 与える．

　　　　　　　u1 σ，
、n

； 1＋ α ・血 （2π

π ）
ここで ， v ／uih は x 方向の 無次 元流入 速度，α は振幅 ／ま周

波数 で 本計 算におい て は IH乞，時間 T
＝

tTo ．ToはD！u 、n であ る．

　　　　　　　　　　 4 結果とまとめ

Fig3に は，　Case　Iの初期濃度分布の 場合の α 　＝ 0 （定常流）〜0，7 に

つ い て 濃度分布 の時 間
・空 間積分 （集積濃度） を行っ た もの を示

す．この 結果か ら，特定の 振幅におい て集積濃度が高く，また，
吸着力 が 強い Gthが 大 きい ）方が 大 きい こ とがわ か る．
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